
  
日本の教員の仕事… 

                            名寄東中学校長 小 林 勝 彦  
 中体連地区大会そして上川代表決定戦が終わり、ほとんどの３年生が運動部から引退しました。今回

も、私は多くの競技の応援に行かせてもらったのですが、日常の学校生活では見ることのできない、試合

に臨む真剣な眼差し、声の限りに仲間を応援する様子、諦めることなく最後の最後まで頑張る素敵な姿

に、沢山の感動をもらいました。残念ながら負けてしまった３年生は引退にはなりますが、これまで、そ

れぞれのスポーツで費やした時間とそこで培った技術や精神力は、今後の彼らの人生を豊かにする大き

な力になると私は確信しています。これまで努力してきた彼らに心からの讃辞を送りたいです。 

 話は変わりますが、最近、メディアで学校での個人情報紛失事故が何度か報道されました。私は、この

ような報道を耳にするたびに、いつも思うことがあります。それは、「個人情報を日常的に扱い、守秘義

務が法的に定められている学校で、なぜ、このようなヒューマンエラーが出てしまうのか？全ての教職

員が細心の注意を払っていることなのに、どうして…。」 

 不注意の一言で片付けるのは簡単です。では、なぜその不注意が起きてしまうのか、そこを考えるべき

だと私は思います。次の文章は、文科省のパブリックコメントとして２年近く前に「公立学校の教員とし

ての資質の向上に関する指標の策定に関する指針」として示されたものの一部です。全１９頁中のある

ページに示されている文章をここに紹介します。簡単に言えば、教員のすべき仕事を示しています。お読

みください。『学校を取り巻く状況については、いじめ・不登校などの生徒指導上の課題への対応や貧

困・虐待などの課題を抱えた家庭の児童生徒等への対応、インクルーシブ教育システムの理念を踏まえ

た発達障害のある児童生徒等を含む特別な支援を必要とする児童生徒等への対応、外国人児童生徒等へ

の対応、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実と主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善、道徳教育の充実、小学校における外国語教育、一人一台端末環境を前提とした ICT・教育データ

の利活用、STEAM 教育等の教科等横断的な学習の推進、進路指導及びキャリア教育への対応、学校安

全への対応、幼児教育と小学校教育の接続、小中一貫教育及び中高一貫教育等の学校段階間接続等への

対応、保護者や地域との連携・協働体制の構築などが今日的に求められている。変化し続ける社会や学校

現場からの要請に的確に応えられるよう、これらの変化に対応した教員等の資質の向上が求められてい

る。』読むのに息継ぎが難しくなるような文言が羅列されています。何度も言いますが、これはほんの一

部分です。 

 学校の先生は、スーパーマン(ウーマン)ではないと、以前、どなたかが書物で仰っていましたが、その

通りだと思います。前述の一文を読んだだけでも、日本の教員は「何でも屋」「オールラウンドプレヤー」

的な能力をもたないと務まりません。先生方も生身の人間です。学校教育に求められること全てを全力

でこなしていたら、心身共に疲弊するのは火を見るよりも明らかです。心身のゆとりがなくなれば、当

然、ミスは起きやすくなります。前述の事故は、起こるべくして起きたと私は感じています。事故を起こ

してしまった教員とその学校の管理職は厳しい処分を受けることに

なります。自分の人生に傷をつけるような真似をしたくないのは、教

員だって同じです。今後も増え続ける莫大な学校業務を、学校単位や

教育委員会単位でなんとかしようとしているのは日本ぐらいです。 

 ７月２７日から夏季休業に入りました。とは言っても教員は休みで

はありませんが、是非とも上手に休暇を取得し、心身共にエネルギー

チャージをしてほしいと心から願う次第です。 
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７月５日（金）～６日（土）に上川管内中体連夏季大

会が行われました。部活動や地域スポーツ団体で培った

経験は、これからの人生で大きな力になるはずです。参

加された皆さんの健闘を称えます。応援や送迎等にご協

力いただいた保護者の皆さん、大変お疲れさまでした。 

 名寄東中学校からは、全道大会に柔道部（女子個人）

が参加します。上川管内中

体連大会の詳細は、「東中

ブログ」にて掲載中です。 

 今後、全道大会の様子も

お伝えしていきたいです。 

 

  

 

 

7 月 11 日（木）～12 日（金）の 2 日間、2

年生の子供たちが、総合的な学習の時間の一環と

して、職場体験学習を実施しました。ご協力いた

だきました業者、事業者の皆様ありがとうござい

ました。 

２日間の体験を通して、働くことの意義や大切

さを理解し、将来社会で自分に何ができるかにつ

いて考えを深めることができました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

※夏季休業 7 月 27 日～8 月 22 日 

４ 日 名寄地区吹奏楽コンクール 

9 金 全日本中体連大会 

1０ 土 全日本中体連大会 

11 日 全日本中体連大会 

12 月 全日本中体連大会 

13 火 
学校閉庁日 

部活動中止（至 16 日） 

22 木 職員会議 分掌会議 

23 金 始業式 常任委員会 

24 土 上北Ｐ連研修会（剣淵） 

26 月 
学校祭準備期間 

（至 9 月 5 日） 

27 火 部活動中止 

28 水 １・２年学力テスト 

29 木 
上教研第 3 回ブロック

班研修 
 

東中ブログから随時更

新中！！！ 

東中  → 

ブログは→ 

コチラ → 

から  → 

 


